
和歌山県経済魅力あふれる
　
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
地
震
と
津
波
、
電
力
供
給
量
の
不
足
は
、
東
日
本
の
産
業
活
動
に
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。
東
日
本
地
域
の
工
場
が
満
足
に
活
動
で
き
な
い
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
に
あ
っ

て
、
西
日
本
地
域
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
高
ま
っ
て
い
る
。
事
実
、
関
西
に
生
産
拠
点
を
置
く
メ
ー
カ
ー
各
社
は

早
く
も
増
産
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
和
歌
山
県
企
業
に
対
し
て
も
今
後
の
活
動
に
期
待
が

集
ま
っ
て
い
る
。
県
の
施
策
と
し
て
も
地
元
経
済
の
活
性
化
を
掲
げ
て
お
り
、
２
０
１
１
年
度
も
企
業
誘
致
や
農

商
工
連
携
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
方
針
。
今
後
は
東
日
本
の
企
業
が
西
日
本
地
域
に
生
産
拠
点
を
シ
フ
ト
す
る

動
き
も
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
和
歌
山
県
が
推
進
す
る
産
業
振
興
策
に
全
国
か
ら
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

年
度
予
算
額
は
前
年
度
比
１
・

５
％
増
を
確
保

和
歌
山
県
庁

特
産
果
物
で
地
域
お
こ
し

梅、柿の応用法探る県工技センター中核に産学官で

農商工連携の橋渡し役を担う
和歌山県工業技術センター

　
和
歌
山
県
で
は
農
産
物
の
多
い

地
域
特
性
を
生
か
し
、
果
物
類
の

成
分
を
産
業
分
野
に
応
用
す
る
た

め
の
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
農
産
物
が
持
つ
健
康

増
進
に
役
立
つ
機
能
性
成
分
や
、

香
り
に
着
目
。
地
域
産
業
の
支
援

を
目
的
に
設
置
し
た
和
歌
山
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
中
核
と
な

り
、
県
内
の
大
学
や
企
業
と
共
同

で
果
実
の
持
つ
成
分
の
活
用
や
新

た
な
食
品
素
材
の
研
究
な
ど
を
進

め
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
研
究
開

発
を
は
じ
め
企
業
か
ら
の
受
託
試

験
、
設
備
機
器
の
貸
し
付
け
、
技

術
相
談
・
指
導
な
ど
。
農
産
物
に

関
す
る
研
究
は
、
文
部
科
学
省
の

事
業
で
あ
る
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

都
市
エ
リ
ア
型

」
の
中
の
取

り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

研
究
期
間
は

年
度
か
ら

年
度

末
ま
で
。
梅
や
柿
な
ど
県
の
特
産

果
実
に
対
し
、
産
業
振
興
に
結
び

つ
く
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
梅
の
研
究
の
場
合
、
含

有
成
分
の
一
つ
で
あ
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
研
究
を
近
畿

大
学
理
工
学
部
と
共
同
で
推
進
中

だ
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
食
後
の

血
糖
値
の
上
昇
抑
制
作
用
や
、
抗

酸
化
作
用
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予

防
効
果
を
持
つ
成
分
。
梅
干
し
の

生
産
工
程
で
発
生
す
る
梅
酢
に
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー

で
は
梅
酢
か
ら
工
業
的
に
生
産
す

る
技
術
の
開
発
を
目
指
す
。

　
ほ
か
に
も
完
熟
し
た
梅
の
果
皮

に
含
ま
れ
る
色
素
や
芳
香
の
成
分

を
抽
出
・
活
用
す
る
研
究
に
も
乗

り
出
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
色
素
や
特
定
の
芳
香
成
分
を
抽

出
で
き
れ
ば
、
食
品
以
外
の
分
野

に
応
用
で
き
る
と
判
断
。
現
在
は

香
り
の
試
作
に
成
功
し
て
お
り
、

せ
っ
け
ん
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
ト

イ
レ
タ
リ
ー
用
品
へ
の
展
開
を
模

索
し
て
い
る
と
い
う
。

　
一
方
、
柿
に
つ
い
て
は
表
面
の

皮
を
む
く
技
術
の
確
立
に
着
手
し

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
外
皮
の

構
成
成
分
で
あ
る
ペ
ク
チ
ン
を
酵

素
で
分
解
す
る
方
法
を
考
案
し

た
。
現
在
、
加
工
時
に
柿
の
表
皮

を
む
く
工
程
は
手
作
業
で
行
わ
れ

て
い
る
。
同
工
程
を
自
動
化
で
き

れ
ば
加
工
コ
ス
ト
の
削
減
が
可

能
。
今
後
は
品
種
や
個
体
差
が
あ

っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
改

良
を
重
ね
て
い
く
。

地
域
産
業
振
興
に
軸
足
県
産
品
の
販
促
支
援
策
拡
充
和
歌
山
県
の
当
初
予
算

工場誘致も推進

東日本大震災の支援策
について説明する仁坂
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和
歌
山
県
は
、
県
内
企
業

の
サ
ポ
ー
ト
を
柱
と
し
た
地

域
活
力
の
向
上
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
２
０
１
１
年
度
の

当
初
予
算
に
つ
い
て
も
、
工

場
誘
致
や
県
内
産
品
の
販
促

支
援
な
ど
を
中
心
と
し
た
産

業
振
興
策
に
軸
足
を
置
い
た

編
成
を
行
っ
た
。
事
業
内
容

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
雇

用
の
停
滞
や
円
高
な
ど
景
気

回
復
を
実
感
で
き
な
い
厳
し

い
状
況
と
の
視
点
か
ら
地
域

活
性
化
に
必
要
な
内
容
を
模

索
。
そ
の
結
果
、
予
算
額
は

前
年
度
比
１
・
５
％
増
の
約

５
４
２
７
億
円
を
確
保
し
て

い
る
。

　
工
場
誘
致
策
の
う
ち
、
和

歌
山
県
で
は

年
度
の
新
規

案
件
と
し
て

年
８
月
に
完

成
を
予
定
し
て
い
る
「
北
勢

田
第
２
工
業
団
地
」

和
歌

山
県
紀
の
川
市

の
整
備
支

援
に
取
り
組
む
。
総
開
発
面

積
は

・
３

。
工
場
用
地

は
７
・
７

で
、
５
区
画
に

分
け
た
上
で
の
販
売
を
予
定

し
て
い
る
。
２
年
間
の
総
事

業
費
は
紀
の
川
市
と
の
合
計

で
約

億
円
。
こ
の
う
ち
、

県
は
５
億
４
０
０
０
万
円
の

投
入
を
計
画
し
て
い
る
。

　
第
２
工
業
団
地
の
誘
致
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
和
歌

山
県
と
紀
の
川
市
は
説
明
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。

同
団
地
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
、
中
堅
企
業
を
中

心
に
工
場
誘
致
の
促
進
を
狙

う
。
和
歌
山
県
で
は
こ
れ
ま

で
に
も
産
業
振
興
策
と
し
て

「
紀
ノ
川
企
業
集
積
ベ
ル
ト

地
帯
構
想
」
を
策
定
し
、
県

内
外
か
ら
工
場
の
誘
致
獲
得

に
務
め
て
き
た
。
今
後
も
北

勢
田
第
２
な
ど
新
た
な
工
業

団
地
の
整
備
に
加
え
て
既
存

団
地
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

企
業
進
出
を
促
し
、
地
域
産

業
の
活
性
化
を
目
指
す
。

　
ほ
か
に
も
産
業
振
興
に
関

す
る

年
度
の
新
規
施
策
と

し
て
、
企
画
・
提
案
型
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
取

り
組
む
地
元
企
業
の
支
援
を

展
開
す
る
。
先
端
分
野
の
研

究
開
発
に
力
を
入
れ
る
中
小

企
業
向
け
に
、
技
術
情
報
の

収
集
・
活
用
と
い
っ
た
取
り

組
み
も
新
た
に
行
う
。
さ
ら

に
「
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山

和

歌
山
県
優
良
県
産
品
推
奨

品

」
の
販
促
支
援
も
打
ち

出
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山

に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
知
名

度
ア
ッ
プ
に
務
め
て
お
り
、

首
都
圏
で
の
販
促
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
力
を
入
れ
る
計
画
だ
。

　
一
方
、
近
く
発
生
が
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
・
東
南
海

地
震
へ
の
対
策
も
打
ち
出
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
河
川

堤
防
の
耐
震
補
強
や
津
波
対

策
の
強
化
な
ど
に
取
り
組

む
。
自
県
の
災
害
対
策
と
は

別
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
域
に
対
し
て
も
支
援
の
手

を
さ
し
の
べ
て
お
り
、
ま
ず

常
時
６
人
を
和
歌
山
県
か
ら

派
遣
す
る
体
制
を
整
備
し

た
。
加
え
て
被
災
者
２
０
０

０
人
の
和
歌
山
県
へ
の
受
け

入
れ
も
準
備
中
。
県
営
住
宅

や
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
活

用
す
る
方
針
で
、
仁
坂
吉
伸

知
事
は
「
最
大
で
５
０
０
０

人
ま
で
は
対
応
で
き
そ
う

だ
」
と
話
し
て
い
る
。


